
2022 年度 会計報告

全国の児童養護施設業界の支援活動が今期で13年目となり財団法人としては4期目を迎えます。この事業は、児童養護施設で関わる現場職員、
在園する子どもたち、卒園をした若者達（ユース）が望む支援活動です。次年度の方針として、児童養護施設の子どもたちを支える『大人の輪』を
増やし、業界のさらなる発展のために基金を充実していかなければなりません。また多くの施設を卒園した若者から生活についての支援の声が
集まっています。現場の声、ユースの声をいち早くかたちにできる組織につくり上げ、全国の第三セクターを取りまとめていきます。最後に皆様か
らのご支援に心から感謝いたします。これからも皆様の絶え間ない支援が我々の活動を続ける原動力となります。引き続きのご協力を、何卒よろ
しくお願い申し上げます。

事業を振り返り
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監査と情報公開
日本児童養護施設財団では、監事による会計および
業務全体の内部監査とともに、外部の独立した税理
士に依頼して会計監査を受けています。その会計報
告の概要は、財団ホームページで公開しています。


